第１回日本横断「川の道」５２５ｋｍフットレース

2005.4.29.～5.3.

　「川の道」を走りませんかとお誘いを受けた時、第１回の大会なので走ってみたいという気持ちと、走れるかなという気持ちが交錯した。525ｋｍという距離には不安は無かったが、このレースの４日前のさくら道国際ネーチャーランへの参加を昨年から決めていた。ネーチャーランで何らかのダメージがあれば、まともに走れないばかりかスタートラインにすら立てないことになる。地図帳を見てみると荒川は総延長177ｋｍ（地図帳によっては173ｋｍ）、信濃川は日本一の長流で総延長351ｋｍ（同じく367ｋｍ）、合計528ｋｍ、いずれの流れも甲斐、武州、信濃の国ざかいの甲武信ガ岳（こぶしがだけ、標高2460ｍ）にその源を発している。おまけに皐月晴れの新緑が目にしみる季節、走らない手はない。ネーチャーランでもしダメージを受けたら、直前でキャンセルすればよいと考え、連れ合いと、義兄夫婦にサポートをお願いし、申し込んだ。３月27日（小生の60歳の誕生日）に佐倉マラソンで和田さんに逢い、「川の道」はうちの前を通るので待っていますと言われ、さらに楽しみが増えた。走ってみると本当に和田さんのうちの前を通ったのでびっくりした。４月中旬、舘山さんから連絡があり、参加者は４名なんだけど走りますよネ、と連絡があり一瞬どうしようかとも思ったが、ネーチャーランでダメージがなければ走りますと告げた。この４名の参加者はどなたですかとの問いには、良く知っている方々ですとの答えを戴いたのみであった。最終的にはこの４名の参加者のうちひとりが都合で出走出来なくなり、舘山さんも走ることになった。

　コースは昨年下見、試走を重ねた上で、なるべく荒川と信濃川沿いを通るように設定されており、主催者の言葉を借りれば、ほぼ満足いくコースと自負するものとのことであった。荒川はかっては鐘ヶ淵の屈曲部から隅田川となり、東京湾に注いでいたが、明治末期に東京の下町が大洪水に見舞われたのを期に、現在の岩淵水門から下流に荒川放水路が掘削された。荒川放水路は大洪水のあとの、1911年（明治44年）から工事が始められ、1930年（昭和５年）に完成した。延長24ｋｍ、幅450～580ｍ、中央の常水路は110～260ｍである。放水路が東京湾に注ぐ葛西臨海公園の入り口にあるＪＲ京葉線・葛西臨海公園駅前をスタートし、いわゆる荒川の河川敷を熊谷桜堤まで遡上する。河口から寄居あたりまではほぼ平坦な平野で秩父鉄道・玉淀駅を過ぎると美しく壮大な岸壁が続く渓谷になる。特に長瀞近くは高さ数十メートルの秩父赤壁と呼ばれる。長瀞の巨岩の典型を示す「岩畳」と岸壁は大規模な地殻の変動により形成され、それは秩父赤壁を断層面にして褶曲が起こり、圧力を受け対岸に巨大な岩畳がせり上がったものである。岩畳は結晶片岩（強い圧力と熱を受けてできる岩石）で、紙を剥がすように薄く剥がれる。このあたりは昔から地質学の研究のメツカで、「地球の窓」あるいは「日本地質学の発祥地」とも言われている。秩父盆地に入ると北から赤平川を合わせ、２段の川岸段丘が見られる。三峰口を過ぎると峡谷になり、高い段丘上に集落が散在している。

　甲武信ガ岳は奥秩父主脈のほぼ中央に位置する山で、甲州（山梨県三富村）、武州（埼玉県秩父市大滝町）、信州（長野県川上村）の境にあるのでこの名が付けられている。この山を中心に尾根は３つに分かれ、それぞれ荒川、千曲川、笛吹川の源流を発している。信濃川は上流の長野県では千曲川とよばれており、長野盆地で右岸に鮎川、松川、夜間瀬川が火山地帯から流入し、左岸に松本盆地から流出する犀川、鳥居川、斑尾川を合わせる。本流は飯山峡谷を経て飯山断層角盆地で円弧を描いて北東に流れ飯山市戸狩から七ガ巻、逆巻の峡谷となり、新潟県に入って信濃川と名前を変える。さらに中津川、清津川の水を集め、十日町構造盆地では数段の見事な川岸段丘が見られる。小千谷で越後平野に出て、網状流路をとりながら、長岡、燕、白根を経て新潟に到る。

　さくら道国際ネーチャーランではマイペースでゆっくり走ったので（33時間２分）、身体的トラブルはなく、４月25日の夜帰宅。３日間休養の後、29日、８時前にＪＲ京葉線・葛西臨海公園駅前に集合。この時点で他の３人のランナーは篠山さん、三遊亭楽松さん、舘山さんであることが分かった。９時に十数名の見送りを背にスタート、葛西臨海公園の中を走り、荒川右岸のサイクリング道路を北上、この道路は「かわの道」と命名されていた。河口から一つ目の葛西橋を渡り、笹目橋までは左岸の荒川マラソンのコース上を走る。快晴の太陽の下、日差しが強くなり、河川敷の水道で時々顔を洗い、約４時間で戸田市彩湖畔（35.6ｋｍ）に到着。彩湖畔手前では彩湖ランナーズクラブの方が案内してくださった。４人ともほぼ同じペースだった。田島ヶ原の桜草公園（国指定天然記念物）の脇を通り、しばらく行くと秋が瀬公園。ここで舘山さんのランニングメイトの斉藤さんからビールの差し入れがあり有り難く戴いた。入間川合流地点の新上江橋(49.6ｋｍ)を渡り、荒川と入間川の間の大宮国際カントリークラブ横のサイクリング道路を北上。荒川へ市野川が流入するところから東に折れ桜堤公園入口(65.6ｋｍ)に到着。

　このところランナーはずっとサイクリングロードを走っているので快適だったが、サポートの車は全く別の道をたどってチェックポイントまで行かなければ成らず非常に大変だったようだ。特に私のサポートの車は、このようなウルトラマラソンのサポートは初めての上、地理不案内、カーナビなし、またランナーのペースも当初はつかめず、ランナーのサポートとはある場所・ある場所での飲物と飲食物の提供だけとは何か違うと感じ、大変な苦労を掛けたようだ。ここでは三遊亭楽松さんと一緒になった。桜堤公園の桜並木のサイクリングロードを走っているうちに、すこしづつ暗くなってきた。大芦橋を東から渡り、第４ＣＰ(75.7ｋｍ)。これからは荒川沿いの暗闇の車道を進む。しばらく行くとどなたか分からないが、暗闇の中で待って下さっていて、写真を撮って下さった。このあたりは、見覚え有るところだなあと思っていたら、かって中山道を走った時の道と同じ道である事を思い出した。そのあたりからは荒川大橋と熊谷東松山道の道路灯が遠くからよく見えた。この頃になると気温もだいぶ下がってきて、気持ちよく走れるように成っていていたが、サポートの方は、暗くなりコースへのアプローチがすんなりとゆかず、ランナーのペースが落ちてきて、到着時間の予想が狂うなど大変だったようだ。

　荒川大橋北詰（84ｋｍ）から熊谷市内に入り市街地をしばらく行く。市街地を抜けると秩父鉄道と平行する旧道をそれまでの日昼の疲れが出たためか、ボチボチ歩ったり走ったりで進む。秩父鉄道の最終の上り、下りの電車が横を走り抜けて行く。途中で三遊亭楽松さんが追い抜いて行く。関越自動車道花園インター入口のコンビニで発泡酒を飲んで一息つく。寄居町の玉淀駅(101.9ｋｍ)には日付が変わった30日、０時過ぎに到着。チキンラーメンを食べて出発。ここから長瀞までは荒川の峡谷沿いの曲がりくねった国道140号線を進む。真夜中なので交通量も少なく、街灯もそこそこあり走りやすいが、周囲の景色が分からず地図と現在地の照合に手間取る。長瀞町の国指定天然記念物「岩畳」（115.8ｋｍ）に２時45分到着。がらんとした駐車場の片隅の車の運転席で１時間と少し仮眠する。秩父盆地に入り道は平坦になる。奈良時代に銅を採掘し奈良の大仏建立に使われたと言われる和銅遺跡の横を通り、秩父鉄道を何度か横切り、三峰口を過ぎると上りになる。

　この日も快晴で日の出と共にだんだん日差しが強くなる。上りはほとんど歩いているので平均時速はぐっと遅くなる。秩父市上野町から大滝村（最近秩父市に合併されたらしく、あちこちに秩父市の表示があったので、大滝村は大滝町になったと思われるが定かではない）の川又までは、何度か雁坂峠越えで走った秩父往還道なのでなじみが深い。秩父湖と荒川をはるか下に見下ろす高い段丘上の麻生、寺井、上中尾、栃本の散在する集落の暑い日差しの中を走り、一気に川又の国道140号線旧道分岐点まで下る。そこから約２キロの大峰トンネルを上り、中津川沿いに県道210号線を、目に染みる新緑と一重のヤマブキが咲き誇る中を走る。途中道の真ん中に大きな大きなトチノキが残してあった。仙石川鍾乳洞入口を過ぎると中津川林道に入る。この林道は中津川村ふれあいの森（第１関門・レストポイントである「こまどり荘」のあるところ）までは舗装されているが、それから先長野県境の三国峠までの約18キロはダートな道路で、関東地方では残り少ない貴重なロングダート道路だそうだ。この林道には大滝村村道の標識が立てられているが、これも市道に昇格していると思われる。ずっと歩いて（時速６キロ強）午後２時前にこまどり荘（175ｋｍ）到着。すぐ温泉で汗を流し、ウエアーを洗濯し、鯖の缶詰を温め、これを肴に発泡酒・ワインを飲んで、カレーを食べたあと、バンガローで約６時間寝た。

　夜９時過ぎに起き、チキンラーメンとカレーを食べ、22時15分に出発。ダート道路を登ってゆく。篠山さんは２時間ほど前に出発したとのことだった。三遊亭楽松さんは到着が夕方だったとのことで12時頃出るとのことだった。すぐ後ろから、舘山さんの灯りがチラチラ見えていたが、これ以降ゴールまではコース上で逢うことはなかった。本当の真っ暗闇の中、ヘッドライトを頼りに進む。まず、カモシカに出逢う。次いでこどもの鹿、道路の中央に立ち止まってじっと見ていた。さらにイタチ、それから道路の近くに池か沼があるのか数匹の大きな蝦蟇がノソノソ歩いていた。空は満天の星、都会とは輝きが違う。約18キロの登りを約３時間かかって、埼玉・長野県境の三国峠(199.3ｋｍ、海抜1828ｍ)に、翌日の５月１日、１時37分到着。本当は埼玉県側の林道は夜間通行禁止だったようだ。この３時間の間、対向車には出逢わなかった。記念撮影をしたあと、下りに入る。長野県側は舗装されており気持ちよくカラマツとおぼしき林の中を走る。折から上弦の月が昇ってきて、これが結構明るく、ヘッドライトを消した。この月は明け方近くなるとおぼろ月になった。

　川上村梓山まで下ってくると、ここから先、佐久までは数年前かもしかマラソンで十文字峠から下ってきた道で、記憶に有る。あの時は大蔵峠を越えたところで短時間の集中豪雨に逢い、最後までシューズが乾かず大変だったことが思い出された。川上村ではレタスの植え付けの準備中で、畑は独特のやり方で白いビニールシートで覆われていた。小海線信濃川上駅付近（川上村御所平）の民家の蔵にはどのうちにも「丸に違い鷹の羽」の紋が入っていた。通常は異なるうちの蔵には異なる家紋が入っているが、不思議だなあと思って通りすぎた。またここの住吉神社や約15キロ北の南牧村海尻（うみじり）の祖霊神社の鳥居は笠木がなく珍しい初めてみる形だった（通常鳥居は２本の柱を建て笠木を渡し、その下方に貫を通してある）。大蔵峠を歩いて登り、下りを駆け下りると、雪を頂いた八ケ岳を左手に見ながら野辺山原の開拓地の中を国道141号線の市場交差点に向かう。途中野辺山原のほぼ中央の道路脇に、樹齢250～300年の石梨（別名ヤマナシ）、目通り周囲８ｍ、高さ17ｍの堂々たる大木があり、写真に収めた。国道141号線は臼田町までは小海線に平行し、千曲川と流れを競う快適な道で、佐久甲州街道と呼ばれている。市場交差点のさきの坂をエッチラコッチラと登り、下りを気持ちよく跳ばしていると佐久方面から保科さんが車で来て声を掛けてくれた。これから舘山さんのいるところまで行き、一緒に走ってくるとのことだった。坂を下りた海ノ口のマイショップで牛丼を食べた。

　このあとサポート隊は松原湖でしばしの休息。八千穂村に入ると奥村土牛記念館があった。どうしてこの村に記念館が有るのか分からないがまたの機会に訪れてみたい。千曲川沿いに走る小海線の切り通しの斜面にはヤマブキが咲き誇り、黄色と新緑のコントラストが美しい。この日は日差しこそ強くなかったが暑く、佐久市長土呂東交差点(261.8ｋｍ)では発泡酒を一息で飲む。この先小諸市乙女駅付近で国道18号線（北国街道）に入る。長野市の北、豊野町まではこの国道18号線をゆく。サポート隊はこのあと小諸城址懐古園と海野宿を見学。信濃国分寺を過ぎ、上田城(288.3ｋｍ)近くになると雲行きが怪しくなり、ポツポツと雨が落ちてきた。上田城の周囲および上田市には西洋館が数多く残されており、コースの近くにある上田新参町教会（昭和10年）、常田館（ときだかん、明治41年、笠原工業（株）の旧事務所）、五階建ての繭倉庫（明治38年、笠原工業（株））、石田鶴三美術館（大正４年、旧上田男子小学校同窓会、明治記念館）、上小教育会館（昭和13年、上田市と小県（ちいさがた）地区の教育会館）などを大急ぎで見学した。いずれ先哲の跡をゆっくり歩きたい。長野新幹線の高架橋の下（上塩尻東交差点）を過ぎた頃から雨は本降りになってきた。しばし休息と決め込みラーメン屋さんに入り、とんこつラーメンを食べる。しばらく雨は続きそうなので傘をさして小走りで進む。旧戸倉町（現千曲市）までの国道18号線は歩道も少なく、おまけに道路際には水たまりが出来ており、シューズ、靴下はグショグショ。新しいのに替えても雨が降っている間は無駄だと思い、足がふやけるに任せはしった。

　千曲市篠ノ井橋南詰め(312.5ｋｍ)あたりまで来たときに小降りになってきた。篠ノ井橋付近は長野自動車道の更埴インターチェンジと更埴ジャンクションがあり、おまけに明るいところと暗いところがあり、コースが分かりにくい。地図をサミングアップしながら慎重に進む。松代町に入り詳細な別地図が有ることを失念しており、長野電鉄・松代駅（318.3ｋｍ）を探すのに真夜中近くなので訪ねる人も見あたらず苦労した。松代駅前は真っ暗だった。ここでシューズと靴下を交換した。松代は真田氏の城下町で名所、旧跡も多く、また大本営や皇居の移転も考慮した巨大地下壕（象山地下壕）もいづれは訪れたい。しかし、今は真夜中なのでなにも見えない。上信越自動車道の長野インターチェンジを越え、謙信と信玄の川中島古戦場（八幡神社､322.5ｋｍ）の前を過ぎ、また国道18号線に入る。しばらくして５月２日になった。犀川にかかる長野大橋を渡り、豊野市浅野交差点(342.5ｋｍ)からは、国道117号線に入る。ここから長岡までこの道路と千曲川、新潟県に入って信濃川、飯山線とほぼ並行して走る。暗闇の中で時々補給を受ける。

　飯山市に入りアップ・ダウンを繰り返し、飯山駅(360ｋｍ)に到着したのが朝の６時半。飯山も由緒ある町らしく多くのお寺、蔵、それに小さいが美しい形の教会もあった。ここもゆっくり訪れたいところだ。飯山の市街地をでて有尾の交差点から大関橋までの約４キロの直線道路には菜の花が道の両側にずっと植えられて丁度満開で、目を楽しませてくれた。常盤大橋で千曲川の右岸に渡ったあとの、野沢温泉村、栄村は登りがきつくほとんど歩いていた。ふきのとうやつくしが鎌で刈れる程沢山出ていた。道の駅「信越さかえ」を過ぎると、新潟県にはいり道は下りになる。すぐに第２関門・レストポイントの津南町・宮野原温泉「宝山荘」(391.5ｋｍ)に11時半に到着。カレーを食べ、発泡酒を飲み、温泉で汗を流し着替える。ここの温泉は非常に暑く感じ、湯舟には入れなかった。入浴後モツ煮を肴にワインを飲み、出発を今日の夜中に決めすぐ寝てしまった。

　夜９時過ぎに目を覚まし、篠山氏と一緒に午後11時18分に宝山荘をスタートした。我々のスタートと前後して三遊亭楽松さんが到着。舘山さんは足を痛めて飯山からサポートカーで休息のために到着。明日は飯山から再スタートするそうだ。津南町、中里村通過は日付が変わったこともあり、交通量は少なく、気温も走るのに丁度良かった。十日町市は５月３日朝４時頃通過、大きな町並みだった。市街地を過ぎると急に霧が濃くなり、寒くなってきた。道の両側の田圃はまだ雪が沢山残っていた。さすがは豪雪地帯だと実感した。これまでのコース上では三国峠にほんの少し雪が残っていただけだった。小千谷市にはいると中越地震の被害の跡が道路、家屋のあちこちに見受けられる。関越自動車道越後川口インターチェンジを過ぎた上方貝で和田さんが車で迎えに来てくれた。コース上の444.5ｋｍ地点（国道117号線がおわり、17号線が始まるところ）の和田さんの家の前で待っているとのことで馬力を出して走る。和田さんの家の前のコンビニには篠山さんとほぼ同時に到着。こんなに朝早く来るとは思っていなかったとびっくりしていた。昨日のうちに連絡してくれればいろいろ用意出来たのにと残念がってきた。

　国道17号線にはいり1.7キロで信濃川に架かる越の大橋を渡る（西詰446ｋｍ）。水量が多くゴウゴウと流れている。対岸には中越地震で２歳の男児が奇跡的に救出された長岡市妙見町の県道崩落現場がみえる。この崩落現場は震災の教訓を伝えるために何らかの形で保存されることが最近発表された。長岡市に入りほぼ直線の道路をゆく。この日も結構日差しが強く、平地なのに走ったり歩いたりでノロノロ行く。それでも500キロを過ぎた白根市の中心部からだんだん調子が戻ってきてキロ７分位で走れるようになった。遠くまで見通せる国道８号線を走り大野大橋を渡り新潟市に入る。あと丁度15キロ、もう少しだ。そこから３キロほど行ったところが最後のチェックポイントの道の駅「新潟ふるさと村」(512.8ｋｍ)、ここは新潟の新鮮な魚も販売しているとのことで、連休中の観光客で大混雑、給水のみで通過。道の駅の東から信濃川の堤防に上がりサイクリングロードを走る。見ると視界の中に篠山さんをとらえた。可能で有れば一緒にゴールと思いスピードを上げるが、ピッチが速く差は縮まらない。そのうちに何か勘違いされたのだろう関屋大橋を渡らずに関屋分水路を海の方に真っ直ぐドンドン行ってしまった。だいぶ追いかけて声を掛けたが届かず関屋大橋まで戻り、そこを渡って信濃川沿いのサイクリングロードを行く。途中昭和大橋のたもとで最後の給水を受け、午後５時31分に新潟みなと館にゴールし、525キロ、５日間の旅は終わった。サポートして頂いた３人に感謝！感謝！彼らにとっては初めてのサポートで、驚きの連続だったようだ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(2005.5.23.)
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